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し
詳
し
く
は
年
求
総
ヘ
お
尋
ね
下
谷
い
a

ま
で
車
問
通
行
総
d

冷
そ
の
一
銭
円
路
線
で
午
務
9
時
以
4

則

市
町
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
汁

i
オ
1
j
i
l
i
-
-
l
i
i
l
i
i
l
i
i
J
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四
絞
(
点
謹
白
〉
の
我
品
子
駅
…
ぢ
百
四
行
為
、
は
巡
行
し
ま
す

昨

五

倍

一

今

年

与

々

々

々

キ

々

々

々

考

与

々

考

々

E

2

い

人

で

鵬

入

も

れ

み

ぞ

し

町

村

即

:

一

印

刷

滋

3

5

6

琴

線

的

一

消

除

問

問

衛

的

T
学
が
、
午
前
9
時
か
ら
牛
品
回
日
時
ま
て
は

E

7

正
為
L
0
1
之

3
4
5
6
7
U
P
9
0
1
2
3
4
s
…

ー
と
い
た
り
ヘ
治
問
一
時
…
努
同
伊
川
川
川
同
何

z
i
h
M同
は

2
4
2
市
川
地
時
か
ら
玲

ir溢
笠
間
前
悼
す
M
M

時
か
ら
附
す
べ
て
策
決
孫
子
車
問
郎
総
絡
に
よ
る
滋

月

1

}

相
京
総
合
な
ど
に
加
入
一

L
u
u
u
u
u
u
u
H
u
u
u
u
u
u
u↑
苦

手

章

一

打

雲

行

と

な

る

主

主

。

位
し
て
い
た
人
む
A
M
A
h

杭
液
二
二
i
6
1
6
9
刊
札
日
臼
H
U
1
3
4
5
弘
子
れ
城
公
開
滋
り
V
E
鈴
中
車
両
滋
(
潟
市
早
銑
滋
パ
ス
)

制

高

率

た

手

汲

一

川

一

月

三

1
4
4
3
4寸
4
4
1
2
…
禁
止

7
号
車
問
時
か
ら
れ
略
奪
ま

附
輸
し
‘
そ
の
後
ど
の
紋
…
第
一
3
2
2
2
z
J
J
2
2
J
2
2
2
2
…
我
孫
子
駅
か
ら
欲
的
士
事
V
9
時
で
は
錯
す
市
警
需
品
邦
議
と
な
り
ま
す

1

5

一
一
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
毛

4
4
4
4
4
…

制
緩
に
も
加
入
し
壮
一
間
一
生
一
料
1
6
7
8
1
札
口
設
立
2
3
;
一
部
分
か
ら
芸
家
で
車
両
選
打
数
立
が
、
ほ
時
言
発
z

日
時
日
分
総
九

か
っ
た
た
め
に
年
金
制

γ

|
阿
川
M
M
M
M
M
H
H
M
M
μ
同
山
昭

im
密
道
3
6
6
争
緑
町
鈴
木
幽
監
し
事
務
的
時
品
分
同
言
明
地
体
と
な
り
ま
す
@

の

受

給

怖

を

確

保

す

「

丸

一

政

程

一

か

ら

へ

域

神

社

品

開

v
g時
担
分
か
ら
泣
〈
タ
ク
シ
ー
)

時五
8

2

7

一

る
こ
と
が
で
き
な
い

2
3諜
詰

迂

足

立

法

時

三

宮

革

運

行

主

7

月

間

主

タ

ク

シ

ー

の

発

言

、

と
い
う
人
が
見
受
け
志
誕
6
6
8
5
5
5
5
5
5
5
5
5
4
4
正
一
室
3
5
6
率
的
え
害
義
か
す
べ
て
持
童
書
前
と
な
り
手
α

5

4
一F
E

7

一

ら
れ
ま
す

ω
f
L
W
i
l
i
i
l
i
i
l
i
-
-
i
l…
ら
措
4
小
学
佼
三
時
か
ら
お
時
ま
で

!
!
!
!
!
i
z
-
-
n
i
i
i
i
i
i
i
i
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a
日

¥
イ
¥
加
盟
地
の
雑
草
一
線
去
り
間
ぉ

，、
d
b醐

azJ

〆ρ
ー

時

明

暗

関

:

ふ

く

ま

遣

に

筆

が

れ

同
組
幹
恥
J

棋
聖
け
は
ど
沖
び
て
、
見
て
も
綴
七
一

〆

調

広

へ

の

良

い

も

的

で

は

あ

り

ま

せ

ら

え

f
ム

額

移

張

た

、

主

る

と

率

的

揮

官

喜

一

d
m
v
n
H
り
ま
て
す
の
で
、
早
急
に
柑
刈
り
取
る
よ
w

罷

民

年

り

衿妻美{ま24Ellニ行います

ま

選E
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日
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哀
休
み
は

ど
う
し
ま
す
か加藤語学二さん(高野Ul)と

蛸の大塚特悟くん

謹

よ

付
額
揺

れ
能
く

エ
糧
臨

パ
川
崎
繍
明

f

時
事

沼
会
開
掛
か
ら
沼
織
的
の
争
終

間
的
措
業
協
臨
内
経
合
的
棋
務
所
訟
で
約
5

キ
ロ
的
銀
総
合
鈴
び
ま
す
a

は
〈
ち
ょ
う
丸
は
定
員
日
名
、
品
棋
大

ス
ピ
i
ド
叩
キ
ロ
で
所
期
待
問
は
約
部

分
で
す
。
楠
僻
端
的
閥
附
内
総
合
的
事
務
品
開
は
7
月
四

日
に
木
議
会
館
と
し
て
新
袋
さ
れ
、
各

構
内
漁
H
H
な
ど
を
展
示
ナ
る
誌
か
、
刷
蜘

世
畠
尽
膏
議
も
れ
ん
て
ら
れ
苧
質
減
的
観
光

我諒子の野鳥⑩
:t:tソリハシシギ{シギ科)

〈
潮
間
ヱ
諜
)

q
eれ
ず
p
hげ

多
く
の
大
形
内
シ
前
々
と

同
じ
く
、
瀞
的
北
k
有
数

的
中
関
下
の
途
中
、
日
本
を

滋
過
す
る
様
鳥
。

子
向
や
縄
問
的
浅
制
削
倫
中

に
多
く
内
隊
創
脚
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
潟
だ
が

昨
秋
、
手
賀
沼
で
小
寺
な

群
が
今
料
品
目
向
機
開
糊
し
て
い

った。キ特
別
一
も
来
て
く
れ
る
と

よ
い
が
、
も
し
そ
れ
が
チ

協
や
河
口
等
の
環
境
様
化
で
吻
崎
一
路
令
淡

い
つ
め
て
い
る
絡
線
M
と
し
た
ら
喜
ん

で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
。

全
E
t
叫
セ
ン
チ
、
構
崎
8
3
M
M
セ
ン

チ
で
、

U
K
い
〈
お
ば
し
で
よ
に
絞
っ
て

い
る
や
や
大
形
的
シ
セ

米
地
は
大
混
雑
で
し
ょ
、
-

各
地
ヘ
行
〈
の
も
総
務
で
す
が
、

自
分
的
機
で
の
ん
が
り
体
B
を
過
す

の
も
い
い
も
の
で
す
。

泌
を
渡
る
怒
は
涼
し
く
‘
問
都
わ
ぬ

送
響
気
骨
に
な
れ
る
こ
と
は
う
け
あ

い
で
す
ω

今
後
的
休
み
に
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

千
即
日
沼
町
は
〈
ち
ょ
う
丸
は
然
り
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
z

i
i衰
の
年
中
行
事

l
i

J
K
L滋
滋
母
へ
尚
尚
鮮
明
な
ど
で
盆
以
外

に
行
っ
た
ニ
と
も
あ
っ
た
が
、
ぞ
れ
が
V
務
礼
7
月
か
ら
9
丹
に
か
け
て

年
中
行
事
と
な
勺
た
め
が
鍬
で
す
A

市
内
吾
?
却
で
夏
祭
り
が
総
ん
に
附
端
部
巴
れ

き
て
、
巾
門
的
訟
行
事
を
門
口
組
問
制
に
ま
す
。

と
ど
っ
て
み
ま
す
と
、
立
日
に
げ
盤
石
内
山
市
川
ー
ま
つ
る
し
と
は
、
芯
来
奉
仕
す

数
だ
け
先
訟
で
作
っ
た
楼
か
け
な
前
川
一
絞
る
ニ
と
や
や
怠
昧
し
、
神
滋
に
恭
倹
す
ろ

し
ま
す
。
目
白
日
朝
極
的
弘
前
に
供
え
る
。
こ
と
は
当
然
燐
診
が
被
栄
治
、
i

れ
た
か
ら

ま
た
お
憎
め
そ
は
政
協
会
仰
げ
っ
て
農
作
物

?
m
n
本
織
的
肌
L

で
は
「
い
は
り
ま
つ
る
」

を
飾
る
ω

夕
方
向
千
円
に
閥
抗
灯
そ
ち
づ
て
吋
い
つ
き
ま
つ
る
し
会
ど
と
し
て
あ
り

仏
さ
ま
を
迎
え
に
行
〈
燃
え
後
)
日
こ
れ
の
雀
略
き
れ
A
Lめ
で
す
。

z
M
H
に
劫
冬
ん
が
再
開
策
を
お
っ
て
旧
殺
何
時
子
で
け
J
M
け
日
号
持
uH
的
同

級
を
あ
げ
る
駒
山
間
終
的
夜
浅
く
仏
さ
ま
口
口
口
八
戦
淡
札
口
大
王
再
開
」
の
祭
与
が

を
滋
り
に
行
く
(
送
り
盆
)
ニ
と
で
…
あ
り
、
山
湖
北
仰
ぎ
で
は
光
線
総
数
約

応
の
行
事
川
町
特
リ
ま
ナ
切
ニ
内
機
‘
存
祭
礼
が
あ
勺
、
山
削
指
給
油
隊
炉
、
は
9
什
丹

寺
に
お
い
て
凶
州
険
陶
地
が
行
わ
れ
る
が
、
日
比
nu
か
ら

3mml
竹
内
神
社
内
祭
九

日
時
は
一
定
し
て
い
な
い
。
が
行
わ
れ
ま
す
u

市
内
的
後
戸
地
反
(
出
家
都
品
村
~
で
以
上
、
亙
か
ら
軟
に
か
け
て
は
之
、
つ

は
、
ほ
か
と
捻
っ
て

N
Hに
波
止
訟
を
し
た
年
中
打
棋
が
多
〈
、
と
く
に
燦
家

L
、
線
開
門
"
に
は
議
り
設
で
前
日
住

I
a
で
は
、
訟
の
線
機
刻
に
向
っ
て
大
変
忙

ヴ
つ
早
く
行
っ
て
い
ま
す
が
、
お
哉
の

1
い
持
制
捕
に
入
守
ま
す
が
.
紋
統
あ
る

穏
に
よ
り
ま
す
と
、
管
、
ニ
，
的
時
織
に
行
事
は
い
つ
ま
で
も
保
符
し
て
い
き
た

太
え
が
あ
り
、
そ
れ
が
獄
図
ぞ
爾
来
今
い
と
思
い
ま
す
。

日
的
鮮
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
a

礼

会

議

塁

機

努

斜
計

4
4

説
明
棚
愛

泌
総
の
春
内
年
中
一
打
事
に
絞
い
て
崎

支
に
か
け
で
継
ぎ
れ
る
行
事
め
い
く
つ

か
を
と
山
剣
先
し
て
み
ま
す
。

V
七

夕

毎

年

7
H月
7
民
的
市
民
‘

牛
・
結
宮
内
…
…
口
組
を
い
抑
制
る
も
め
で
、
ん
ぬ

く
各
滅
的

f
供
竣
に
と
っ
て
梨
し
い
行

事
的
H
V
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ふ
一
日
ホ
刊
紙
活
は
、
中
向
〈
中
川
闘
か

h
拡
来
し
た
も
仰
で
、
刊
一
μ
議
集
ν

町

敢
に
ム
多
く
み
え
ま
す
。
わ
が
開
国
で
は

お
ん
平
時
川
市
年
出
掛
(
7
4
9
3
ア
5
6
}

に
起
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
ぞ
れ
が
卑
中

行
事
と
な
け
九
時
は
仰
向
的
集
に
欲
を

淡
い
て
一
回
一
に
予
付
汁
る
ニ
と
や
財
閥
め

絞
ま
り
な
ど
L
あ
っ
た
よ
う
?
す
@

車
内
に
お
い
て
も
、
総
討
に
再
認
を

刈
っ
て
離
縁
一
対
的
民
合
作
り
、
軒
に

1
今
関
口
市
i
て
お
く
伺
ま
た
一
般
的
に

は
笹
竹
内
伎
に
色
紙
に
紛
い
wゅ
な
ど
を

書
い
て
飾
り
、
訓
点
凶
悶
M
m
に
持
っ
て
い
っ

て
い
手
か
、
成
し
た
り
す
る
風
間
日
玄
、

ι幻
び
こ

et

7 F.l23 
24 

F

ど
り
弓
月
遅
れ
の
8
月
に
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。

wv
わ
品
数
誕
附
盆
と
も
い
う
事

7
月

日
目
を
中
心
に
前
後
七
回
総
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
れ
に
は
2
つ
の
異
説
が
あ
っ
て
、

り
と
つ
は
仏
家
的
誌
で
、
中
血
向
附
盆
殺
に

議
づ
い
て
ト
昨
年

7
Rに
、
た
い
し
め
淡
を

夜
る
供
縫
合
的
ニ
去
、
も
3
Vと
つ
は

党
緩
め
ウ
ラ
〉
パ
ナ
の
転
一
請
で
倒
際

(
さ
か
だ
ち
)
的
意
と
い
う
こ
と
で
す
@

わ
が
間
四
で
は
、
対
附
明
ぶ
八
向
犠
3
都
中
7
月

日
目
に
宅
続
仰
向
品
市
内
西
に
礎
調
縄
出
傑
を

内
げ
叩
て
災
時
期
盆
会
を
設
け
、
同
臨
時
H
神

秘

人

仁
恕
し
た
の
が
い
閉
め
む
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
徐
行
事
と
徐
行
し
て
「
捻
総

出
現
L

が
あ
り
ま
す
む
こ
れ
は
級
鬼
ω
円
以

あ
る
者
に
飲
食
合
ほ
ど
ニ
仁
、
仏
に
叫
問

笹
す
る
ニ
と
は
よ
っ
て
教
わ
れ
、
わ
が

身
も
胤
抗
野
す
る
と
い
』

yuの
で
，
過
去
ヘ)
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